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栃木県内の日本語教室担当教員をメンバーとす
る、HANDSプロジェクト「外国人児童生徒支援
会議」3回目が、2月6日本学UUプラザにて開催
されました。学年末の校務多忙な時期にもかかわ
らず。小中学校現場から15 名の担当教員の方々に
ご参加いただきました。
最初に、まもなく刊行予定のHANDSプロジェク
ト『教員必携　外国につながる子どもの教育３』の
作成状況と内容を紹介しました。本書は大きく分
けて、第１部「学校現場の“これまで”と“これから”」、
第２部「外国人生徒の進路調査報告」、第３部「こ
んな教材使ってみよう」という構成になっています。
講義形式で進められる第１部には、支援会議を通
して収集した日本語教室担当者の悩みや、学級担
任が困っていることなどの、貴重な声も収録されて
います。第２部は、前回の『教員必携～』にも収録
したものの続報です。第３部は、支援会議メンバー
からの情報を基に、外国人児童生徒教育に関する
教材の、特徴や使い方を紹介しています。
今回大きく時間を割いたのは、１月に文部科学
省から発表された「外国人の子への日本語指導・
26 年度から教育課程化」についての話し合いでし
た。各拠点校や周辺地区の現状報告、今後の対応
策などについて意見交換が行われました。この情
報については、「今まで知らなかった」というメンバー
から、「情報を受けて既に校内でも話題にしている」
というメンバーまで、周知度には差がありました。
日本語指導にあたる人材や指導形態、そして評価
や指導要録への記載についてなど気になる様々な
項目は、今後の情報を注意深く収集しながら本会
議での協議を進めること、そして、現時点で県内
40 拠点校の支援の実態をあらためて把握し、今後
の基礎となるデータを作る、という２つの共通理解
が図られました。
２年半前、初年度１回目の「外国人児童生徒支
援会議」は、「外国人担当の教員、悩みを語り合う」
と題され、テレビニュ スーや新聞で取り上げられて
のスタ トーとなりました。現在は悩みを語り合う場
ではなく、県内全体の支援体制向上のための実質
的な協議を行う場に発展しました。また、支援の
成果を刊行物に収録して、必要とされる人への発
信作業もおこなえるようになりました。これまでの
歩みにご協力いただいた、栃木県内４０拠点校す
べての担当教員の方々にあらためてお礼を申し上げ
ます。そして、次年度からの「外国人児童生徒支
援会議」が、更に発展できることを願っています。
国際学部特任准教授 若 林 秀 樹
「第3回 外国人児童生徒支援会議」が開催されました
「進め　日本語教室」 第4回
本校（児童数４８８人）のにほんご教室には、
１４名の外国につながる子どもが通級しています。
かれらの国籍は、かつて南米の児童が中心でした
が、この１、２年でアジア諸国からの児童も増え、
多国籍化が進んでいます。専任教員である私のほ
か、日本語指導講師２名（ポルトガル・スペイン語、
ウルドゥー語）と日本語ボランティア１名が来校し、
協力して指導にあたっています。
本教室通級児童のほとんどは在日期間も長く、日
常会話には特に不自由がありません。そこでにほん
ご教室では、各教科で使う更に難しい日本語を習
得しながら、教科そのものの学習をどんどん進めて
います。それにより児童は教室での学習にも自信を
深め、今ではどの子も教室で伸び伸び活動するとと
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もに、学級にとって欠かせない存在となっています。
そんな中、昨年５月にパキスタンから１人の女子
児童（５年生：Ｓさん）が編入しました。全く日本
語のわからない初期指導の児童は本校にとって久
しぶりで、私はやる気満々になったと同時に、不安
も覚えました。しかし、そんな不安も何のその。Ｓ
さんは、初日からエンジン全開。基本的なあいさ
つや身の回りの言葉を覚えたり、ひらがなの練習
に真剣に取り組んだり、私にもたくさんのウルドゥー
語を教えてくれたりしました。来日して２か月間を自
宅で生活していたＳさんにとって、学校に通うこと
ができるこの日を本当に楽しみにしていたようです。
ウルドゥー語の先生が見つかるまでの２週間は、実
物や絵や図、そして、翻訳サイトから得たウルドゥー
語情報が頼りでした。それでも、算数や理科の勉
強は進めることができました。算数の「合同」の学
習は、そんな時期におこなったものであるにもかか
わらず、「合同」「合同じゃない」「対応」など、す
ぐに理解してしまいました。ウルドゥー語の先生が
来校されるようになると、さらに学習は進みました。
先生はとてもすばらしい先生で、必要な日本語を丁
寧に指導しながら、学習内容を彼女に分かりやす
く説明してくれます。教室での勉強が少しでも分か
れば、先生や友達の話を聞く態度が違います。教
室でもにほんご教室でも真剣に取り組むＳさんは、
半年余りたった今、たくさんの言葉を覚え、たくさ
んのことを話すようになっています。
さて、本教室の子どもたちが特に好きなのが「習
字」です。学級での書写の時間は、全員がにほん
ご教室通級の時間になっており、みんな週１回のこ
の時間をとても楽しみにしています。そもそも書写
の時間を通級時間にしたのは、最低限の課題を短
時間で仕上げて、残り時間を他の学習（言葉や漢字、
算数など）に充てようという安易な考えからでした。
しかしいざ指導してみると、みんな見る見るうちに
習字が上達し、毛筆で字を書くことが大好きになっ
てしまったのです。教室のみんなと肩を並べるほど
の字が書けるようになると、それは自信につながり
ます。ここ数年の校内書初展では、肩を並べるど
ころか入賞を果たした児童もいるほどです。Ｓさん
もすっかり習字が好きになり、この冬は書初めに挑
戦。冬休みは２回も学校に来て、10 枚の大きな書
き初めを立派に書き上げました。書初展の字を書
いた後は、ウルドゥー語を毛筆で書き、その上手な
筆遣いには私も感心させられました。
休み時間に、多くの日本人児童が本教室を訪れ
るのも、見慣れた光景です。彼らの目当ては、に
ほんご教室に置いてあるたくさんのクイズ・パズル
のプリントや、ここ数年飼い続けているカブトムシ
（もちろん今は幼虫）です。通級する子どもたちが
これらを学級で宣伝し、友達を連れてきたことから
始まりました。学級では控えめな子どもが、得意そ
うにカブトムシの説明をする姿は実に微笑ましいも
のです。にほんご教室に置いてあるオルガンも、よ
く使われています。上手な友達に教わったり、反対
に教えたり、これも友達づくりの重要なアイテムの
一つになっています。
にほんご教室の児童は、決して「できない子」な
んかではありません！むしろ、わずか１０歳前後で２
か国語を話すことのできる、エリ トー達と言ってもよ
い凄い子どもたちです。そして、われわれ大人に世
界の風を吹き込んでくれる、素晴らしい存在です。
私は、こんな子どもたちが将来世界を股にかけて
活躍する姿を夢見て、毎日やりがいを持って指導し
ています。そして、彼らに「日本に来てよかった！」「こ
の学校に入ってよかった！」と言ってもらえるように、
学級担任の先生方、にほんご教室スタッフの先生
方と一緒に、これからも頑張りたいと思います。月2回のにほんご給食
ウルドゥー語と日本語の「信念」
